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転換するものであ
り、この新たな攻
撃スタイルは世界
のサッカー界から
高く評価されると
ころとなりました。
私は今回、なで
しこジャパンの最
年長である澤穂希
選手のパーソナル
トレーナーとして帯同し、ロンドン五輪に臨む彼女をサポートしました。
彼女は15歳で代表入りして以来、３度の五輪と５度のＷ杯に出場してお
り、今回も日本女子サッカー界のクイーンに恥じないMFとして大活躍
しました。米国との決勝戦で、澤のパスを大儀見が押し込み１点をもぎ
とったシーンは忘れることができません。リードされても最後まで力の
限り戦いきった彼女たちの姿を、日本国民すべてが賞賛したことと思い
ます。澤選手のケアを通し、なでしこを身近に見ていた者として、個々
の選手達が個性を抑え、「なでしこ」が心を一つにして挑んだ姿はチー
ムプレーの鏡といえます。

2011年女子ワールドカップの決勝戦で米国を破り優勝した「なでしこ
ジャパン」は、前回の北京五輪では３位戦で破れメダル獲得を逃した雪

辱と、今回のロンドン
五輪での金メダル獲得
への国民の期待感とい
う重荷を背負っての大
会でした。結果的には
金にあと一歩およばな
かったが、佐々木監督
を中心とした「なでし
こジャパン」のパスサ
ッカーはロングボール
を多用する欧米サッカ
ーのスタイルを大きく

身近で感じた感動 
なでしこジャパン　澤穂希パーソナルトレーナー 

鍼灸マッサージ科　平成９年卒業 山田　晃広 

フォーマンス向上の手助けをしました。スペインや英
国内での合宿時

には、ホテルでケア、大会時にはサブプールでレース
直前のケアと試

合後の疲労回復マッサージと多忙でした。

試合自体を見られたのは、日本中を沸かせた、全レース
中最後の男子

のメドレーリレーだけ（銀メダルが取れました。バンザ
イ！）。

最終的に競泳陣は、戦後最高数のメダル取得となり、
トレーナーと

して貴重な経験を積むことができました。

ここで、トレーナーを目指している皆さんに、１つアド
バイス。

トレーナー活動に必要な「知識や技術の習得」は必須
ですが、現場

ではまず「体力と根性」が必要です（筋力ではありま
せんので、女性

でもハンデはありません）。休日返上は当たり前（週
１回しっかり休

みを取って、トレーナーになろうとしても、それは無
理です）。３～

４時間しか取れない連日の睡眠時間、国外に出れば時
差や、食事の変

化があります。それらを愚痴ひとつ言わず、明るくク
リアできるガッ

ツが必要です。そして、もう１つ大事なものがありま
す。トレーナー

活動とは、選手、コーチ、監督、Drなどとの「チームワーク」です。

「他者との協調性や、自身の知性、人間性」が不足して
いると上手く歯

車が回りません。そしてこれらの事柄は、「自分自身の
心がけと努力」

によってしか身に着けることができません。一夜漬け
はできず、長い

時間をかけて築き上げていくものなのです。後輩の皆
さんの日々の精

進を切望します。頑張ってください！

北京オリンピックに次いで、ロンドンにも公式トレー
ナーとして帯同

しました。北京の時は、開会前の丸２カ月間、国外帯
同でしたが、今回

は途中で１週間ほど帰国でき、自分の「鍼灸マッサー
ジ治療院」に顔も

出せ、患者さんの治療も行えました。

主に「マッサージや鍼治療」でオリンピックチーム
の疲労回復やパ

再びオリンピックへ 
競泳日本代表チームトレーナー 

柔道整復科　平成元年卒業 

鍼灸マッサージ科　平成４年卒業 
廣橋　憲子 

ロンドン五輪を支える卒業生ロンドン五輪を支える卒業生ロンドン五輪を支える卒業生ロンドン五輪を支える卒業生

（写真　施術者）廣橋憲子先生
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無理といわれた選手をベストパフォ
ーマンスで活躍させ、結果を出しま
した。これこそがトレーナーとして
の腕の見せ所です。これらの技術は
数多くの選手のからだを見ていなけ
ればできません。
今ではどこの商業施設にも整体リ
ラクゼーションのお店が入っていま
すが、先駆けとして私が出店したの
は20年も前。現在は痛みをとる鍼治
療から本格的な美容鍼まで行う鍼灸
整骨院、骨盤調整の整体サロン、ネ
イルサロン、治療院を併設したトレ
ーニング施設、体操教室など全国各
地で50近い店舗を運営しています。
少林寺拳法（６段）道院長や保育園、幼稚園での親子向け講演会、生
涯大学院講師など、治療を通じ地域への社会貢献の大切さを後進の指導
に繋げていきたいと思っています。

呉竹学園を卒業し、千葉県成田市に鍼灸整骨院を開業。スポーツトレ
ーナーとしてアテネから（財）日本オリンピック委員会強化スタッフ

（医・科学）になり、女子体操チ
ームへ帯同。プロゴルファー、Ｊ
リーガーなど一流アスリートのト
レーナーもしています。
からだをほぐす時は加減が重

要。痛みをとるためにほぐし過ぎ、
試合当日にパフォーマンスが発揮
できないことがないように選手と
相談しながら細心の注意をはら
い、調整します。最近あった話で
すが、直前の足首の捻挫で出場が

ベストパフォーマンスのために 
日本オリンピック委員会強化スタッフ（医・科学スタッフ） 

柔道整復科　平成元年卒業 山本　利幸 

手にも喜ばれました。是非皆さんもできるようにすると
良いと思います。

それと、『イメージトレーニング』や『言葉づかい』も
徹底して選手

に指導しました。
実際、上田藍選手はまるで夢を見ているようにイメー

ジを想像したり

できるほどに成長しました。さらに、４年間１日も欠
かさずに毎晩寝る

前に『ロンドンオリンピックで金メダルを獲得できま
した。ありがとう

ございます。』とノートに書き続けました。メダルは獲
得できませんで

したが、彼女の人生にとっては『財産』となる４年間だ
ったと思います。

そんな上田選手、すでにリオのオリンピックに向けて
毎晩日記を書き

始めています。「リオのオリンピックで金メダルが獲得
できました。あ

りがとうございます。」今回の帯同で私が最も学んだこ
とは、どんなこ

とも「継続」することの大切さでした。上手くいかな
いとき、困難な時、

すぐに諦めないで続けてみようと思います。感謝。

それよりも努力していた選手

が世界中にたくさんいたとい

うことです。
この４年間で私が今までと

違った点は、治療ではオイル

マッサージを重要視してきた

ことです。最近は、選手もスト

レスが多いので、香りを使っ

たオイルマッサージはどの選

皆さん、こんにちは。トライアスロンロンドンオリン
ピック日本代表

トレーナーの矢島実です。私は今回で３回目のオリン
ピック帯同になり

ました。『メダル獲得』を目標にトライアスロンチーム
ジャパンの一員

として10年以上やってまいりました。しかし、結果は女子の
足立選手の

14位でした。
私が日頃より治療に携わっている上田藍選手と細田雄

一選手の結果は

39位と43位。入賞か
らも程遠い結果でし
た。スポーツの世界は、

『結果』が重要視され
ます。結果がないとど

んな言い訳も通用しま

せん。それが一番分か

っているのは選手で
す。だから、選手は皆

４年間を必死に過ごし

てきました。けれど、

「継続」は人生の「財産」になる 

（社）日本トライアスロン連合ナショナルチームトレーナ
ー 

鍼灸マッサージ科　平成11年卒業 
矢島　　実 

（写真右から２人目）矢島実先生

ロンドンオリンピック
（写真左）山本利幸先生
（写真右）体操女子 塚原千恵子監督

（写真左上）山本利幸先生
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１．会員名簿の整備

２．呉竹会基金の募集

３．全国組織網の拡充

（イ）未組織支部の拡充

（ロ）発足支部会の活動援助

（10支部）

４．「くれたけだより」の発行

平成24年５月　第33号　13,000部

平成24年10月　第34号　 9,500部

５．呉竹祭の開催

平成24年10月20日

６．呉竹医学会への参加

平成24年10月19日

呉竹医学会発表

会員１名発表

７．鍼灸マッサージ教員養成科

卒業論文の贈呈

平成25年３月

８．功労者　表彰

平成24年５月

呉竹祭　実行委員長・副委員

９．平成24年度東京医療専門学校
卒業式　呉竹会賞　表彰

平成25年３月15日

１．会員名簿の整備
２．呉竹会基金の募集
３．全国組織網の拡充
（イ）未組織支部の拡充
（ロ）発足支部会の活動援助

（10支部）
４．｢くれたけだより｣の発行

平成23年５月　第31号　13,000部
平成23年10月　第32号　9,500部

５．呉竹祭の開催
平成23年10月15日

６．呉竹医学会への参加
平成23年10月14日
呉竹医学会発表　会員１名発表

（埼玉県支部）
７．鍼灸マッサージ教員養成科

卒業論文の贈呈
平成23年３月　75部

８．功労者　表彰
平成23年５月29日
呉竹祭　実行委員長・副委員　２名

９．平成23年度　東京医療専門学校
卒業式　呉竹会賞　表彰
平成24年３月16日
鍼灸マッサージ科　２名
鍼灸科　３名
柔道整復科　１名
鍼灸マッサージ教員養成科　１名

平成24年度　予　　　算
（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

収入の部 （単位：円）
費　　　　　目 23年度決算 24年度予算 備　　　　　　考

１．前 期 繰 越 金 2,291,607 2,594,722
２．運営活動準備金取崩 0 0
３．会 費 6,060,000 5,370,000 新会員＠30,000×179名
４．預 金 利 子 4,842 4,000
５．補 助 金 25,000,000 500,000
６．雑 収 入 1,324,190 500,000
収　入　合　計 34,680,639 8,968,722

支出の部
費　　　　　目 23年度決算 24年度予算 備　　　　　　考

１．運 営 費 3,771,842 4,240,000
　⑴人 件 費 52,500 100,000
　⑵一 般 経 費 3,719,342 4,140,000
　　　什 器 備 品 費 0 0
　　　機 器 保 全 費 0 0
　　　消 耗 品 費 0 0
　　　通 信 費 1,828,710 2,000,000 くれたけだより（総会のご案内）
　　　交 通 費 509,880 600,000 役員会他交通費
　　　印 刷 費 1,380,752 1,500,000 くれたけだより印刷費
　　　会 議 費 0 20,000
　　　雑 費 0 20,000
２．活 動 費 28,314,075 3,330,000
　⑴総 会 費 310,505 500,000 総会会場費、特別講演費用
　⑵理 事 会 費 50,000 50,000
　⑶呉 竹 祭 費 1,001,540 1,000,000
　⑷表 彰 費 66,280 100,000 功労者表彰
　⑸学校行事協賛費 60,000 60,000 柔道大会
　⑹慶 弔 費 65,750 100,000
　⑺広 報 費 0 0
　⑻学 術 研 究 費 0 20,000
　⑼支 部 補 助 費 1,000,000 1,000,000 支部会事務費
　⑽支部発足準備費 0 100,000
　⑾学内同好会補助費 60,000 100,000 5同好会
　⑿学内研究等補助費 300,000 300,000
　⒀校 友 会 奨 学 金 25,400,000 0
３．基 金 組 入 額 0 0
４．特別会計組入額 0 0
　　運 営 活 動 準 備 0 0 期末残高　　0万円（見込）
　　90周年記念準備 0 0 期末残高　250万円（見込）
　　予備費／次期繰越 2,594,722 1,398,722
支　出　合　計 34,680,639 8,968,722

基 金 受 入 状 況
（昭和57年４月１日～平成24年３月31日）　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

年　度　別
会員よりの受入

呉竹会より 受入合計 利息組入 基金合計
人　数 金　額

前年度繰越金 996 12,498,647 13,514,626 26,013,273 10,292,695 36,305,968
平 成 22 年 度 0 0 0 0 10,365 10,365

計 997 12,498,647 13,514,626 26,013,273 10,303,060 36,316,333

平成23年度　決 算 報 告 書
（平成23年４月１日～平成24年３月31日）

収入の部 （単位：円）
費　　　　　目 23年度予算 増減（決算－予算） 23年度決算 備　　　　　考

１．前 期 繰 越 金 2,291,607 2,291,607
２．運営活動準備金取崩 0 0
３．会 費 6,090,000 －30,000 6,060,000 新会員＠30,000×202名
４．預 金 利 子 3,000 1,842 4,842
５．補 助 金 25,000,000 25,000,000
６．雑 収 入 500,000 824,190 1,324,190 維持協賛金他
収　入　合　計 33,884,607 796,032 34,680,639

支出の部
費　　　　　目 23年度予算 増減（決算－予算） 23年度決算 備　　　　　考

１．運 営 費 4,840,000 －1,068,158 3,771,842
　⑴人 件 費 200,000 －147,500 52,500
　⑵一 般 経 費 4,640,000 －920,658 3,719,342
　　　什 器 備 品 費 0 0
　　　機 器 保 全 費 0 0
　　　消 耗 品 費 0 0
　　　通 信 費 2,500,000 －671,290 1,828,710 くれたけだより他送料
　　　交 通 費 600,000 －90,120 509,880 役員会他交通費
　　　印 刷 費 1,500,000 －119,248 1,380,752 くれたけだより他印刷費
　　　会 議 費 20,000 －20,000 0
　　　雑 費 20,000 －20,000 0
２．活 動 費 28,780,000 －465,925 28,314,075
　⑴総 会 費 500,000 －189,495 310,505
　⑵理 事 会 費 50,000 50,000
　⑶呉 竹 祭 費 1,000,000 1,540 1,001,540
　⑷表 彰 費 150,000 －83,720 66,280 功労者表彰
　⑸学校行事協賛費 60,000 60,000 柔道大会
　⑹慶 弔 費 100,000 －34,250 65,750
　⑺広 報 費 0 0
　⑻学 術 研 究 費 20,000 －20,000 0
　⑼支 部 補 助 費 1,000,000 1,000,000 支部会事務費
　⑽支部発足準備費 100,000 －100,000 0
　⑾学内同好会補助費 100,000 －40,000 60,000 同好会補助
　⑿学内研究等補助費 300,000 300,000
　⒀校 友 会 奨 学 金 25,400,000 25,400,000
３．基 金 組 入 額 0 0
４．特別会計組入額 0 0
　　運 営 活 動 準 備 0 0 期末残高　　0万円
　　90周年記念準備 0 0 期末残高　250万円
　　予備費／次期繰越 264,607 2,330,115 2,594,722
支　出　合　計 33,884,607 796,032 34,680,639

上記のとおり報告いたします。
　　　　　　平成24年３月31日　　　　　　　会　長　櫻井　　弘 ㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副会長　海老原　勝 ㊞

この収支決算は監査の結果適正であることを認めます。
　　　　　　平成24年５月16日　　　　　　　監　事　牛込　信喜 ㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内山　真喜 ㊞

平成24年度事業計画平成23年度事業報告
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し

て
い
た
だ
け
ま
し
た
。（“

卒
業
生
の

集
い‘

の
模
様
は
３
頁
で
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。）

（
あ
お
う
め
）
の
抗
腫
瘍
、
抗
炎
症

効
果
に
つ
い
て
た
い
へ
ん
興
味
深
い

講
演
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

講
師
で
あ
る
足
立
正
一
先
生
は
薬

学
を
専
攻
さ
れ
、
長
年
に
わ
た
っ
て

免
疫
に
対
す
る
研
究
開
発
に
携
わ
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
近
年
は
群
馬
大

学
と
の
共
同
研
究
で
群
馬
の
青
梅
の

加
熱
濃
縮
エ
キ
ス
に
含
ま
れ
る
成
分

「
ミ
サ
ト
ー
ル
」
が
、
が
ん
な
ど
の

腫
瘍
や
炎
症
に
効
く
こ
と
を
実
証

五
月
二
十
七
日
（
日
）、
主
婦
会

館
プ
ラ
ザ
エ
フ
に
て
、『
第
四
十
四
回

呉
竹
会
総
会
』・
足
立
正
一
先
生
に

よ
る
講
演
会
『
梅
か
ら
覗
く
二
刀
流

抗
腫
瘍
・
抗
炎
症
』を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
呉
竹
会
総
会
で
の
議
題
で

し
た
平
成
二
十
三
年
度
事
業
報
告
・

決
算
報
告
お
よ
び
平
成
二
十
四
年
度

事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て
、
次
に

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

五
月
二
十
七
日
（
日
）、『
第
四
十

四
回
呉
竹
総
会
』
に
続
き
、
同
会
場

主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
に
て
開
催
さ

れ
た
足
立
正
一
先
生
に
よ
る
講
演
会

『
梅
か
ら
覗
く
二
刀
流
　
抗
腫
瘍
・

抗
炎
症
』
で
は
、
食
べ
物
の
青
梅

第
44
回 

呉
竹
会
総
会
を
開
催 

呉
竹
会
総
会
を
開
催 

講演会

梅
か
ら
覗
く
二
刀
流
　
抗
腫
瘍
・
抗
炎
症

講
師：

Ａ
ｄ
ａ
Ｂ
ｉ
ｏ（
ア
ダ
バ
イ
オ
）株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
足
立
　
正
一
先
生
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写真１ 放射線汚染で廃墟と化した町

写真３ 津波で打ち上げられた巨大船 写真２ 外壁に「とりこわし可！」の文字

今
年
を
復
興
元
年
に
し
た
い
と
国

は
決
意
の
程
を
示
し
て
い
た
。
そ
こ

で
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
半
に

な
ろ
う
と
し
て
い
る
八
月
に
復
興
の

様
子
を
知
り
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

被
災
地
で
あ
る
南
相
馬
市（
福
島
県
）

か
ら
宮
古
市
（
岩
手
県
）
ま
で
を
沿

岸
部
を
中
心
に
現
地
を
訪
ね
た
。
そ

の
印
象
を
総
じ
て
言
う
な
ら
ば
、
被

災
地
は
復
興
ど
こ
ろ
か
復
旧
す
ら
思

う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
沿
岸
部
に
積
み
上
げ
ら
れ

た
膨
大
な
量
の
が
れ
き
の
処
理
や
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
遅
れ
が
目
に
付
く
。

そ
こ
で
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
情
景

を
写
真
に
し
て
紹
介
す
る
。

地
震
に
端
を
発
し
た
原
発
事
故
に

よ
る
放
射
能
汚
染
の
影
響
で
周
辺
の

市
街
地
は
倒
壊
し
た
建
物
も
放
置
さ

れ
、
廃
墟
と
化
し
て
い
る
（
写
真

１
）。多く

の
家
屋
が
津
波
に
の
み
込
ま

れ
た
が
、
か
ろ
う
じ
て
外
観
だ
け
を

と
ど
め
た
家
の
壁
に
は
「
と
り
こ
わ

し
！
可
！
」
の
文
字
が
（
写
真
２
）。

が
れ
き
が
撤
去
さ
れ
、
道
路
や
送

電
は
復
旧
し
た
が
、
津
波
に
よ
っ
て

運
ば
れ
た
巨
大
漁
船
（
第
十
八
共
徳

丸
）
は
道
路
を
さ
え
ぎ
っ
た
ま
ま
で

あ
る
（
写
真
３
）。

今
日
の
国
民
不
在
と
思
え
る
政
治

の
低
迷
は
被
災
地
、
被
災
者
を
置
き

去
り
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
、
強

い
憤
り
を
感
じ
る
。
今
回
の
災
害
を

「
国
難
」
と
発
し
た
以
上
、
早
急
に

言
葉
を
形
に
す
る
こ
と
を
強
く
願
う

ば
か
り
で
あ
る
。

大
震
災
１
年
半
の
今

村
居
　
眞
琴

平
成
二
十
四
年
六
月
七
日

（
木
）、“

四
谷
本
部
校
舎‘

お
よ

び“

代
々
木
校
舎‘

に
て
、
地

震
を
想
定
し
た“

一
斉
防
災
訓

練‘

を
行
い
ま
し
た
。

地
震
発
生
の
放
送
と
共
に
防

災
訓
練
が
ス
タ
ー
ト
し
、
点
呼

に
よ
る
人
数
確
認
お
よ
び
本
部

へ
の
報
告
、
揺
れ
が
治
ま
る
ま

で
の
避
難
場
所
、
避
難
経
路
の

確
認
等
、
い
つ
災
害
が
起
き
て

も
落
ち
着
い
て
速
や
か
に
行
動

で
き
る
よ
う
全
て
の
学
科
で
確

認
し
合
い
ま
し
た
。

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
、
鍼
灸

科
、
柔
道
整
復
科
お
よ
び
鍼
灸

マ
ッ
サ
ー
ジ
教
員
養
成
科
の
い

ず
れ
の
実
技
授
業
や
臨
床
実
習

中
の
災
害
は
、
施
術
者
で
あ
る

自
分
た
ち
が
あ
わ
て
る
こ
と

で
、
患
者
の
不
安
を
あ
お
り
、

大
き
な
事
故
に
繋
が
っ
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
落
ち
着
い
て
患
者

を
安
心
さ
せ
、
鍼
や
火
の
始
末

を
し
、
患
者
を
ベ
ッ
ド
か
ら
お

ろ
す
こ
と
、
状
況
を
見
計
ら
い

冷
静
か
つ
速
や
か
に
避
難
さ
せ

る
こ
と
が
非
常
に
重
要
だ
と
い

う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。日

々
の
学
校
生
活
の
み
な
ら

ず
、
医
療
人
と
し
て
の
災
害
に

対
す
る
心
構
え
を
改
め
て
認
識

す
る
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

防
災
訓
練
実
施 

防
災
訓
練
実
施 

医
療
人
と
し
て
災
害
と
向
き
合
う 

医
療
人
と
し
て
災
害
と
向
き
合
う 

第25
回目

今年も行って来ました、中国研修。
約60名が元気に暑さの厳しい上海にて研修に励ん

でまいりました。今年は成田からの便が早朝であっ
たため、短い時間ではありますがで上海の観光名所
を巡ることもできました。
この上海中医薬大学短期留学も25回目を迎えまし

た。第20回記念の５年前に植樹した20本の桜の木が
ちょっとした並木になっているところにさらに５本を植樹し、そばには立派な
記念碑も置かれました。
もちろん研修内容もさらに充実したものとなり、参加学生もさぞ満足したこ

とと思います。
10年後20年後、さらに本数が増えた日本の象徴でもある桜がみごとに咲き誇

るのが楽しみです。
それにつけても帰国の際の学生の自信に満ちた笑顔が印象的でした。

平成23年度イベント報告 Event Report

今
年
で
三
回
目
と
な
る
「
卒

業
生
の
集
い
」
を
五
月
二
十
七

日
（
日
）
に
行
い
ま
し
た
。

前
回
同
様
、
今
回
の
告
知
活

動
も
そ
れ
ほ
ど
大
々
的
に
行
っ

て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

予
想
外
の
反
響
で
思
い
の
ほ
か

盛
り
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。認

知
度
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ

な
部
分
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
の
で
す
が
、
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
皆
様
は
ど
の
年
代
の

方
々
も
、
楽
し
ん
で
帰
ら
れ
た

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

近
年
の
卒
業
生
の
み
な
ら

ず
、
呉
竹
会
の
先
生
方
や

大
先
輩
も
多
く
参
加
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
敷

居
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
現
場
で
は

ま
っ
た
く
そ
の
よ
う
に
は

感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

そ
の
こ
と
は
、「
卒
業
生

の
集
い
」
始
ま
っ
て
以
来

の
頼
り
の
な
い
実
行
委
員

長
を
自
負
し
て
い
る
こ
ん

な
ボ
ク
に
で
も
、
な
ん
と

か
役
割
を
こ
な
せ
た
と
い

う
事
実
が
証
明
し
て
い
ま
す
。

と
い
う
の
も
、
こ
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
学
校
側
の
ス
タ
ッ
フ

の
皆
様
や
、
実
行
委
員
の
方
々

が
頑
張
っ
て
く
れ
た
と
い
う
こ

と
に
疑
い
よ
う
は
無
い
の
で
す

が
…
。

と
に
か
く
、
そ
ん
な
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
感
覚
さ
え
漂
わ
せ
て
い

る
こ
の
「
卒
業
生
の
集
い
」
は
、

こ
の
先
必
ず
継
続
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
し
、
更
な
る
発
展
を
思
わ

せ
る
集
い
と
な
り
ま
し
た
。

卒
業
生
の
集
い 

更
な
る
発
展
の
兆
し 

柔
道
整
復
科
平
成
23
年
度
卒
業 

　
　
　
　
　
　
　
木
下
　
　
崇 

災害ボランティア 災害ボランティア 鍼灸マッサージ 
を 活 用 し た 

卒業生　谷本　卓也 

東日本大震災から１年経過しました。2012年３月18日～20日までの３
日間、現地でボランティア活動を行いました。2011年５月に続き２回目
の活動です。

本科卒業生７人
菊川　大和、井野　剛史、川合　英之、
重吉　直永、谷口　弘昭、谷本　卓也、
宮城　康司

宮城県鍼灸マッサージ師会 石巻市部４人

・災害から１年が経過し、現地で開業されてい
る有資格者の仕事を奪わないように現地の先生
方とともに活動することで活動終了後も継続的
に受療できるようにということと、これから長
期的かつ継続的な行動をするために、宮城県鍼
灸マッサージ師会の石巻支部の４人の先生方の
ご協力をいただきました。
・仮設住宅の集会所を借りての活動のため事前に告知して、より多くの方に受
けてもらうようにチラシを作り配布したり、地元の新聞社に協力していただく
形で告知を記載してもらうなどしました。
・現地で使う物品商材は企業に出向くなどしてご協力いただきました。

私達は特別な事をしているわけではありません。
今回、このボランティアに参加した12名の施術者だけでなく協賛頂いた企

業や団体があって実行することができました。
震災から月日が経ち様々なことが風化していく中、今後私たちが現地に行

くことが重要ではありません。継続的に支援ができること、志がある人たち
が想いを形にできる環境を整備することこそ、経験している私がしなければ
ならないことだと思います。

予診表を記入→問診→簡単な検査→
インフォームドコンセント→施術

１日目（14：00～18：00） 利用人数16名
２日目（10：00～18：00） 利用人数37名
３日目（10：00～15：00） 利用人数32名

合計85名

感 想

参　加　者　　 

活 動 ま で　　

施 術 ま で の 流 れ

実 際 の 活 動 記 録
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鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科

鍼
　
灸
　
科

柔
道
整
復
科 治療院 79％ 

医療機関 
（病院・医 
院等）８％ 

介護施設 ３％ 

美容・リラク 
ゼーション ５％ 

開業・開業予定　５％ 

治療院 64％ 

医療機関 
（病院・医院等） 
８％ 

開業・開業 
予定 20％ 

美容・リ 
ラクゼー 
ション 
８％ 

治療院 77％ 

医療機関 
（病院・医 
院等）８％ 

美容・リラク 
ゼーション 
３％ 

開業・開業 
予定 ６％ 

その他 ６％ 
就
　
職
　
先
　
の
　
分
　
野

柔
道
整
復
科

鍼
　
灸
　
科

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科

治療院等に 
勤務 35％ 

進学する 
２％ 

その他 ５％ 

治療院等に 
内定 17％ 

開業・開業を予定 ７％ 

一般企業等に 
内定・就業中 
２％ 

国家試験終了 
後に就職先を 
探す 32％ 

治療院等に 
勤務 45％ 

その他 ２％ 

進学する ４％ 一般企業等の 
就職先を探し 
ている ２％ 

開業・開業を 
予定 11％ 

一般企業等 
に内定・就 
業中 ２％ 

国家試験終了 
後に就職先を 
探す　23％ 

治療院等に内定 11％ 

各
　
学
　
科
　
の
　
進
　
路
　
状
　
況

（１）進路状況
今回の調査結果では既に就職先が決定（一般企業も含め既に就業中・内定）

している学生は鍼灸マッサージ科が58％、鍼灸科が52％そして柔道整復科が
54％となっております。
昨年同時期の結果と比較すると、勤務先が決定している割合は鍼灸マッサー

ジ科では３％減、鍼灸科では11％減、柔道整復科では４％減といずれの科も減
少しています。
一方、「国家試験終了後に就職先を探す」という学生の割合は鍼灸マッサー

ジ科が23％、鍼灸科が14％、柔道整復科が32％でした。特に、柔道整復科では
昨年度が31％、本年度が32％と国家試験の結果を踏まえてから就職を考える傾
向にあるようです。

（２）就職先分野
平成20年度からの調査結果と同様、本年度も「治療院に勤務或いは内定」が

最も多く見られました。「美容・リラクゼーション」分野には美容鍼を始めマ
ッサージなどの手技やエステなどの癒し系も含まれています。
また、特に注目できる点として「医療機関（病院・医院等）」に勤務する学

生の比率が各科とも８％程度となっている点があげられます（前年実績、鍼灸

マッサージ科：10％、鍼灸科：２％、柔道整復科：５％）。この点は、医療機
関において鍼灸・あん摩マッサージ指圧、そして柔道整復を活用する傾向が高
まっていることと学生自身が就職先として医療機関を選択する傾向が高まって
いるためと考えられます。
更に開業・開業予定の方の67％は、他の資格を既に所有されている学生とな

っています。例えば、鍼灸科を卒業される方の場合、既に柔道整復師の資格を
所有しているなどのケースです。

治療院等に 
勤務 39％ 

治療院等に 
内定 ８％ 

開業・開 
業を予定 
13％ 

一般企業等 
に内定・就 
業中 ５％ 

その他 
13％ 

進学する 
６％ 

一般企業等 
の就職先を 
探している 
２％ 

国家試験終 
了後に就職 
先を探す 
 14％ 

東京医療専門学校では、「進路状況と就職先分野に関して」という表題で、
「進路状況」、「就業先分野」のアンケートを平成20年度より国家試験終了後に実施しています。

今号では、本年３月に卒業した学生の動向についてお知らせいたします。

平　成 
23年度 
平　成 
23年度 卒業生進路状況と就職先分野 卒業生進路状況と就職先分野 卒業生進路状況と就職先分野 平　成 
23年度 

平成24年10月１日　
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東京医療専門学校では、５月24日（木）
より平成24年度の“キャリアガイダンス”
がスタートしました。
本校では、外部講師や卒業生による講演を
通して、就業に向けての意識作りや人間力の
形成ならびに資格を活かすための人生設計の
構築を目的に実施しています。
今年度のキャリアガイダンスは、３年生を
対象に、松丸修先生（株式会社ウィルワン代
表取締役）による『あはき業界の現状と就業
に向けて』、佐々木緋紗先生（国立がん研究
センター中央病院緩和ケアチーム所属）の
『緩和ケアの現場から』の２つの講演をお願
い致しました。
２年生対象の講演としましては、飯田政昭
先生（代々木公園へルスケア鍼灸院院長）に、
『遠回りはしたけれど“夢”は叶う』、藤原亜
紀先生（株式会社天使のたまご代表取締役）

には、『好きを仕事にする！夢を実現する！
～私がマタニティ鍼灸を志した訳～』という
テーマでお話いただきました。
３年生は国家試験後に就職活動が控えてお

りますので、松丸先生より『あはき業界』の
現状と治療院などで求められているスキルな
どについての説明をしていただきました。
また、佐々木先生には、鍼灸が“がん治療

における緩和ケア”として取り入れられるこ
とが増えていることを説明していただき、特
に、「１．モルヒネが効きにくい痛み」、「２．
鎮痛薬の副作用の緩和」、「３．鎮痛薬の服
用を好まない」等の場合に非薬物療法として
鍼灸の適応が功を奏することを事例を交えな
がら詳しくお話していただきました。鍼灸師
の資格が緩和ケアの領域でも非常にニーズが

高いことを先生は熱く語られ、学生達の意識
も大きく変わったようでした。
２年生には在校生アンケートで「開業の仕
方を教えてほしい」との声が多く、飯田先生
から卒業後海外での修行を終えて、開業に至
るまでの道のりをお話いただきました。
２年生のもうひとつの講演では、藤原先生
が自ら妊娠・出産の経験から、妊婦中の女性
の健康と美容をサポートするために、“マタ
ニティ鍼灸”という新たな領域を開拓するま
での経緯をお話いただきました。
実際に現場で活躍している卒業生の方から
の様々な講演は、就業に向けての意識作りに
大きく貢献しています。来年度以降も講師と
講演内容を吟味し、学生に役立つキャリアガ
イダンスを行う予定です。

平 成 24 年 度 

松丸　　修先生 佐々木緋紗先生 飯田　政昭先生 藤原　亜紀先生

四
月
九
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
四

日
間
、
四
谷
本
部
校
舎
に
て
「
日
仏

交
流
指
圧
実
技
研
修
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
の
た
め
開

催
さ
れ
ず
、
今
回
を
心
待
ち
に
し
て

い
た
十
五
名
の
方
が
フ
ラ
ン
ス
よ
り

来
日
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
講
師
で
あ
る
岡
本
雅
典

先
生
の
著
書
『
よ
く
わ
か
る
指
圧
テ

ク
ニ
ッ
ク
―
術
者
の
体
に
も
や
さ
し

い
呉
竹
指
圧
』
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
が

出
版
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
そ

の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
、
と
て
も
ス

ム
ー
ズ
に
実
技
研
修
が
行
わ
れ
ま
し

た
。初

日
は
本
校
の

専
任
教
員
で
あ
る

小
川
先
生
に
よ
る

按
摩
の
実
技
で
し
た
。
按
摩
を
初
め

て
施
術
す
る
方
も
多
く
、
最
初
は
戸

惑
い
気
味
で
し
た
が
、
序
々
に

小
川
先
生
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
掛

け
声
に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ミ
カ
ル

に
手
技
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

本
校
の
卒
業
生
で
あ
る
メ
ニ

ニ
・
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
（
フ
ラ
ン

ス
の
大
学
で
教
鞭
を
と
ら
れ
て

い
ま
す
）
に
よ
り
、
同
時
通
訳

で
研
修
を
行
え
、
研
修
生
の
質

問
に
も
す
ぐ
答
え
ら
れ
る
環
境

で
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
と
て
も

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
ね
。

二
日
目
以
降
は
、
テ
キ
ス
ト

の
著
者
で
あ
る
岡
本
先
生
に
も

講
師
と
し
て
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
岡
本
先
生
の
授
業
は
た
い
へ
ん

好
評
で
、『
呉
竹
指
圧
』
の
詳
し
い

説
明
の
後
、
重
要
な
基
本
姿
勢
に
つ

い
て
、
一
人
一
人
手
を
取
り
、
丁
寧

に
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

熱
心
に
カ
メ
ラ
で
写
真
を
撮
っ
た

り
、
細
か
く
テ
キ
ス
ト
に
書
き
こ
む

姿
は
真
剣
そ
の
も
の
。
今
回
三
度
目

の
留
学
生
も
お
り
、『
呉
竹
指
圧
』

に
対
す
る
情
熱
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
フ
ラ
ン
ス
の
治
療
の
現
場
で
も

大
い
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

四
日
間
の
研
修
を
終
え
、
修
了
式

で
は
村
居
校
長
か
ら
漢
字
で
書
か
れ

た
修
了
証
を
受
け
取
り
、
ま
た
小
杉

先
生
に
よ
る
笛
の
演
奏
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
に
応
え
て
も
う

一
曲
と
い
っ
た
場

面
も
あ
り
、
日
本

文
化
も
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

修
了
式
後
に
行
わ
れ
た
懇
親
会
で

は
本
校
の
教
職
員
・
生
徒
も
交
え
て

和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
で
、
生
徒

た
ち
も
物
怖
じ
せ
ず
に
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

四
日
間
と
短
い
間
で
し
た
が
、
毎

日
終
了
時
間
を
過
ぎ
て
も
熱
心
に
質

問
や
実
技
を
行
い
、
と
て
も
充
実
し

た
日
々
を
過
ご
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
へ
の
帰
国
後
も
『
呉
竹

指
圧
』
を
治
療
に
取
り
入
れ
、
活
躍

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
Ｖ
ｏ
ｎ

Ｖ
ｏ
ｙ
ａ
ｇ
ｅ
!!

日
仏
交
流
指
圧
実
技
研
修
会 
第３回 

第45回　公益社団法人 

全国柔道整復学校協会柔道大会 
第45回　公益社団法人 

全国柔道整復学校協会柔道大会 

８月24日に綾瀬の東京武道館にて
第45回公益社団法人全国柔道整復学
校協会柔道大会が行われました。今
大会は２部での出場となり、３年生
４人、２年生１人、１年生２人での
チーム編成で試合に望みました。
結果は惜しくも予選突破はなりませんでしたが、柔道経

験の浅い選手が多いチーム編成の中、皆日頃の練習の成果
を十分に発揮し素晴らしい試合をしてくれました。選手達
も自信に繋がったのではないかと思います。
来年は今回出場した３年生４人が抜けてしまいますが、

新しいチームで上位目指して頑張りたいと思います。
選手達は、あまり良くない練習環境でありながら、精一

杯力を出し切り負傷者もでることなく終えることができま
した。

最後に、応援に来てくださいました、
緒先生方、関係者の皆様、本当にあり
がとうございました。深く御礼申し上
げます。
そしてこれからも応援宜しくお願い
致します。

監督 早川　幸秀
大将 一二三力延
副将 杉本　　容
三将 宇治原大貴
中堅 永田　祐人
五将 川原　　翔
次鋒 本間　　亮
先鋒 南土居優介

リンク戦１回戦 ２－５で敗退

リンク戦２回戦 ２－５で敗退

＜東京医療専門学校＞ ＜仙台接骨医療専門学校＞
選手名 勝敗 勝敗 選手名

大将 一二三力延 ○ 内 股 菊池　将寿
副将 杉本　　洋 ○ 合 わ せ 技 小野寺瞭太
三将 宇治原大貴 優 勢 ○ 大場　考敏
中堅 永田　裕人 払 い 腰 ○ 赤間　祐樹
五将 川原　　翔 抑 え 込 み ○ 及川　正宗
次鋒 本間　　亮 払 い 腰 ○ 小山　峻昴
先鋒 南土居優介 優 勢 ○ 赤木　雄史

＜東京医療専門学校＞ ＜関東柔道整復専門学校＞
選手名 勝敗 勝敗 選手名

大将 一二三力延 ○ 背 負 投 山田　茂行
副将 杉本　　洋 ○ 背 負 投 里吉　真樹
三将 宇治原大貴 大 内 返 し ○ 岡部　　翔
中堅 永田　裕人 抑 え 込 み ○ 山本　裕和
五将 川原　　翔 合 わ せ 技 ○ 吉澤　　駿
次鋒 本間　　亮 内 股 ○ 古間木宗宏
先鋒 南土居優介 抑 え 込 み ○ 水村　麻輝

結果報告
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【カリキュラム（２年間）の流れ】 
 

専
門
分
野 

専
門
基
礎 

教
職
教
育 

基
礎
・
関
連 

法規・開業経営手法・統計的手法・特別授業などを通し幅広い知識を身につけます 

技術力強化 応用実技の習得 

臨床実習・ケースカンファレンス 

卒業論文 

１　年　次 ２　年　次 

現代・古典・中医鍼灸の技術力ならび 
にあん摩マッサージ指圧の臨床力をマ 
スターします 

基礎医学実習 
医学的知識を演習形式で身に 
つけます 

教育概論・教育心理 
教育学の基礎知識を習得します 

教育方法・教育実習 
指導者としての実践力を演習形式で身につけます 

診察・診断力強化 
現代的知識としての診察・病態 
把握に必要な力を養成します 

特化した鍼灸実技や手技をマスター 
します 

担当制による患者様の施術を通して実践力をマスター 
する期間 

卒業論文作成を通して研究手法 
を身につけます 

理論・病態把握・ 
治療技術 

臨床力 

卒業後の進路 

※
平
成
22
年
〜
24
年
卒
業
生 

専任教員 
31％ 

臨床勤務 
31％ 

開業 
18％ 

非常勤講師 
16％ 

その他 
４％ 

教員養成科を支える臨床のスペシャリスト
徳竹　忠司 先生（低周波通電療法）　 筑波大学理療科教員養成施設講師

粕谷　大智 先生（治効理論）　 東京大学医学部附属病院リハビリテーショ
ン部鍼灸部門主任

小俣　　浩 先生（医療機関における鍼灸） 埼玉医科大学東洋医学センター
森川　和宥 先生（良導絡自律神経調整療法）日本良導絡自律神経学会判定委員長
加島　郁雄 先生（現代鍼灸）　 加島針灸漢方院院長

相澤　　良 先生（経絡治療）　 TJM相澤院長日本伝統医学研修センター
所長経絡治療学会理事

植松　秀彰 先生（中医臨床）　 牧田中医鍼灸部部長（本校教員養成科卒）
福島　哲弥 先生（灸臨床）　 灸法臨床研究会講師愛光堂治療院副院長

小曽戸　洋 先生（原典閲読㈵）　 北里大学東洋医学総合研究所医史学研究部
部長（本校鍼灸マッサージ科卒）

岡田　明三 先生（原典閲読㈼）　 神宮前鍼療所院長経絡治療学会会長
大塚五百紀 先生（スポーツトレーナー）　 読売巨人軍トレーナー（本校教員養成科卒）
堀口三恵子 先生（美容鍼灸）　 コウ鍼灸治療院院長（本校鍼灸科卒）
関村　順一 先生（不妊治療）　 Sekimura 鍼灸院院長

朝比奈　茂 先生（スポーツ医学）　 法政大学人間環境学部准教授
（本校鍼灸マッサージ科・柔道整復科卒）

中川路　桂 先生（リンパ浮腫に対する複合的理学療法）ベテル代官山診療所院長

渡辺　佳子 先生（オイルマッサージ）　 銀座ナチュラルタイム治療院総院長
（本校教員養成科卒）

西海　泰世 先生（関節運動学）　 ㈱トータルライフケア代表取締役

田中　哲男 先生（徒手矯正）　 城南身体治療院院長東京身体調整会会長
（本校鍼灸マッサージ科卒）

など多数

鍼灸が好きでとことん臨床をやりたい方や、教育に携わりたい方、 
教員養成科で学んでみませんか！ 

卒業生からのコメント 養成科を卒業して率直な感想、思い出 

一
九
八
三
年
に
全
国
で
初
め
て
設
置
認

可
さ
れ
た
科
で
、
以
来
、
優
れ
た
臨
床
家

や
全
国
の
鍼
灸
並
び
に
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー

ジ
指
圧
学
校
に
教
育
者
と
し
て
多
く
の
卒

業
生
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

有
資
格
者
（
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧

師
・
は
り
師
・
き
ゅ
う
師
）
を
対
象
に
実

践
を
通
し
て
臨
床
力
の
向
上
と
、
併
せ
て

は
り
師
・
き
ゅ
う
師
・
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー

ジ
指
圧
師
養
成
学
校
で
の
教
員
資
格
取
得

を
目
指
し
、
充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

経
験
豊
か
な
講
師
陣
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。

日
本
で
最
初
の
あ
は
き
教
員
養
成
課
程

で
あ
る
本
科
に
は
、
約
三
十
年
の
歴
史
に

よ
り
培
わ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
確
か
な
実

績
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
裏
付
け
さ
れ
た
高

い
就
職
率
を
誇
り
ま
す
。

卒
業
生
は
約
七
百
名
。
全
国
各
地
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

二
年
次
に
は
附
属
施
術
所
の
患
者
様
を

ひ
と
り
で
責
任
を
持
っ
て
施
術
を
行
い
ま

す
。一

週
間
に
約
二
百
名
も
の
患
者
様
が
来

院
さ
れ
る
の
で
、
豊
富
な
臨
床
経
験
を
積

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

卒
業
後
、
医
療
現
場
で
役
立
つ
臨
床
力

が
短
期
間
で
身
に
付
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
統
合
医
療
で
活
躍
で
き
る

鍼
灸
師
の
養
成
を
目
指
し
、
様
々
な
現
場

で
活
躍
す
る
約
三
十
五
名
の
一
流
講
師
陣

に
よ
る
質
の
高
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

東
西
医
学
の
み
な
ら
ず
、
特
化
し
た
技

術
も
学
べ
、
学
生
か
ら
の
高
い
満
足
度
を

得
て
い
ま
す
。

・
ク
ラ
ス
構
成

教
員
養
成
科
と
い
う
名
称
か
ら
教
員
希

望
者
が
入
学
さ
れ
る
コ
ー
ス
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
最
近
で
は
そ
の
よ
う
な
学
生

は
二
〜
三
割
で
、
七
〜
八
割
は
鍼
灸
の
臨

床
力
を
短
期
間
で
向
上
さ
せ
た
い
と
い
う

学
生
が
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
ま

た
、
既
に
臨
床
勤
務
し
て
い
る
方
が
鍼
灸

を
深
く
学
び
治
療
の
幅
を
広
げ
た
い
、
或

い
は
開
業
鍼
灸
師
が
ス
タ
ッ
フ
教
育
を
行

い
た
い
と
い
う
理
由
か
ら
入
学
さ
れ
る
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
学
生
生
活
に
お
い
て

は
学
業
と
両
立
し
な
が
ら
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
い
る
学
生
も
多
く
在
籍
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
ク
ラ
ス
構
成
は
資
格
別
で

は
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
四
六
％
、
鍼
灸
師

五
四
％
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師

〇
％
で
し
た
。
年
齢
構
成
は
二
十
代
五

二
％
、
三
十
代
二
一
％
、
四
十
代
一
三
％
、

五
十
代
一
二
％
、
六
十
代
二
％
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
出
身
校
は
東
京
校
二
五
％
、

横
浜
校
二
一
％
、
大
宮
校
九
％
、
他
校
四

五
％
と
な
り
、
呉
竹
学
園
以
外
の
学
校
か

ら
の
入
学
者
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

（
平
成
二
十
四
年
度
在
校
生
デ
ー
タ
）

・
卒
業
後
の
進
路
状
況

卒
業
生
は
臨
床
家
と
し
て
勤
務
ま
た
は

開
業
の
道
で
活
躍
し
て
い
た
り
、
全
国
の

鍼
灸
並
び
に
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
学

校
の
教
員
と
し
て
後
進
の
指
導
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
治
療
院
勤
務
や
開

業
を
希
望
す
る
学
生
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
方
教
員
希
望
者
に
対
し
て
は
、
毎
年
全

国
の
鍼
灸
学
校
か
ら
求
人
依
頼
が
き
て
い

ま
す
。

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
員

養
成
科
の
特
徴

統
合
医
療
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
養
成

鍼灸マッサージ教員養成科創立30年 鍼灸マッサージ教員養成科創立30年 
日
本
初
の
伝
統
と 

 

確
か
な
実
績 

豊
富
な
経
験
を
積
め
る 

 

徹
底
し
た
実
践
教
育 

一
流
講
師
陣
に
よ
る 

 

質
の
高
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム 

恩
師
で
あ
る
村
居
眞
琴
先
生
の
言
葉
で
す
。「
専
門
学
校
の

教
育
は
、
取
得
し
た
資
格
が
社
会
に
活
か
せ
る
も
の
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
特
に
、
医
療
に
携
わ
る
者
の
生
命
線
は
臨

床
力
で
す
。
実
践
的
な
臨
床
力
を
修
得
す
る
た
め
に
は
、
臨

床
の
現
場
に
出
る
こ
と
、
患
者
の
心
と
体
に
触
れ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。」
教
員
養
成
科
は
、
こ
の
言
葉
を
実
際
に
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
る
学
び
舎
で
す
。
私
に
と
っ
て
資
格
取
得
後
、

臨
床
能
力
を
身
に
付
け
る
学
び
舎
と
し
て
の
養
成
科
は
と
て

も
有
意
義
な
場
所
で
し
た
。

専任教員
北海道鍼灸専門学校
教頭　川浪勝弘

平成18年卒業

学
生
と
い
う
身
分
は
特
権
的
な
も
の
で
し
た
。
そ
の
間
に

沢
山
の
人
と
出
会
い
、
体
験
し
、
感
じ
、
考
え
る
こ
と
が
、

臨
床
家
と
し
て
の
「
引
き
出
し
」
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
に
と
っ
て
教
員
養
成
科
と
は
、
そ
の
よ
う
な

場
で
し
た
。
進
学
に
は
、
き
っ
と
各
々
決
意
が
必
要
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
進
学
に
少
し
で
も
魅
力
を
感
じ
ら
れ
た

ら
、
ご
縁
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
い
仲
間
達
、
業
界
で
も
有
数
の
講

師
陣
、
た
く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
で
賑
わ
う
施
術
所
。
最
高
の

環
境
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
僕
自
身
は
卒
業
後
の
鍼

灸
臨
床
に
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い
た
た
め
、
教
員
養
成
科

へ
の
進
学
を
決
め
ま
し
た
。
僕
の
よ
う
に
元
々
教
員
志
望
で

な
い
学
生
も
教
員
養
成
科
に
は
多
く
集
ま
り
ま
す
。
現
時
点

で
少
し
で
も
こ
の
先
の
道
に
不
安
や
迷
い
を
抱
え
て
い
る
方

は
教
員
養
成
科
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
良
い
と
思
い
ま
す
。

≪資料請求・各種お問合せ・学校見学のお申込み≫
〒151－0053
東京都渋谷区代々木１－55 学園ビル
東京医療専門学校代々木校舎　TEL 03－3320－1815

年
齢
も
卒
業
校
も
卒
業
年
度
も
違
い
ま
し
た
が
、
意
識
の

高
い
方
達
ば
か
り
で
、
教
員
養
成
科
同
期
の
方
々
か
ら
学
ば

せ
て
頂
く
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
当
科
は
授
業
内
容
も

充
実
し
て
い
ま
す
が
、
講
師
の
先
生
方
と
の
繋
が
り
や
、
同

期
の
方
々
と
の
繋
が
り
が
何
よ
り
も
魅
力
あ
る
も
の
、
収
穫

と
な
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
卒
業
し
て
か
ら
も
同
期
の
存
在

が
良
い
刺
激
に
な
り
、
ま
た
助
け
に
な
り
、
知
識
技
術
の
研

鑽
に
繋
が
っ
て
い
る
と
実
感
し
ま
す
。

臨床勤務
（クリニックと連携した統合医療を実践）
メディカルスパみなとみらい鍼灸院
院長　木村俊洋

平成22年卒業

一般開業
くにい治療院　
院長　國井正輝

平成22年卒業

非常勤講師兼開業
呉竹医療専門学校講師

法仁針灸院
院長　阿部純子

平成23年卒業
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これからでも間に合う 　後臨床　修講座 卒 卒 卒 研 研 研 

ホームページにある申込用紙をダウンロードしていただき、必要事項を記入の
上FAXにてお申し込みください。ホームページからダウンロードができない場合は、お電話
にてお問い合わせください（電話番号：03-3341-4043）。
受講料の入金方法につきましてもホームページに記載がございますので、合わせてご確認

ください。各講座全日程参加される方に限ります。また、実技の講習会については相互刺鍼
があるため、刺激を受けることが出来ない方（妊婦・過敏症の方）はご遠慮ください。
申込締切後、定員を超えた場合には抽選になります。ご了承ください。

申 込 方 法

卒後臨床研修講座 申込フロー  申込フロー  申込フロー  

①申込  東京医療専門学校のホームページトップページから、ページ右側にあるバナー『呉竹
会会員の皆様へ』を開き、ご希望の講座の申込用紙をダウンロードし、記入後学
校へFAXにてお送りください。 

受講票を事務窓口で
お渡し致します。 
講座が行われる教室
へのご案内を致しま
す。 

定員超えによる抽選にもれた場合 
抽選にもれた旨を書面にてお伝え致
します。 
基本的には参加は出来ませんが、キャ
ンセルが出た場合もう一度抽選を行
い、受講可能になった方には学校より
お電話致します。 

申込キャンセルの場合 
申込締切前　・ご連絡ください。 

申込締切後（振込前まで） 

　　　　　　　・キャンセル待ちの方へのご連絡もありますので、

早急にご連絡ください。 

受講料振込後　・早急にご連絡ください。キャンセル料1,000円及

び振込手数料を差し引いた上で、ご指定の口座にお

振り込み致します。 

キャンセルのお電話が頂けない場合 

　　　　　　　・次回以降、参加が制限される場合がございます。

ご注意ください。 

②申込  
　締切  

③受講日 
　当　日 

受講可能な場合 
学校より受講料の振り込み願いが
お手元に届きます。 
指定口座へのお振り込みをお願い
します。 
また、当日までにご用意して頂く
ものについてもご案内致します。 

講　座　名 開催日／時間／金額 講　師　／　講　義　内　容

スポーツ障害の評価とケア
11月14日 山田　晃広 先生　㈱ロコ・ケア 取締役、なでしこJAPAN 澤穂希パーソナルトレーナー

スペインサッカーリーグ１部ラシン・サンタンデールのチームトレーナーの経験を持つ山田先生は、一般の方を対象にした
ボディケアやサッカー、野球などのプロ選手をサポートしておられます。今回はスポーツ障害あるいは予防に対する鍼灸治
療を指導して頂きます。

10～17時（13～14時休憩）
6,000円　　　　　　（全１回分）

在宅リハビリ
11月28日、12月５日 田中　正人 先生　理学療法士、東京医療専門学校非常勤講師

自宅介護を必要とされる方が増えている昨今、寝たきりにならないようにするため、また介護をする側の負担を少しでも軽
くするため、患者の日常生活の自立を目指す運動法を学びます。

14～17時
6,000円　　　　　　（全２回分）

夜
間
講
座

【特別講座】
認知症治療における
鍼灸の役割

11月７日 中村　真通 先生　東京医療専門学校鍼灸マッサージ教員養成科科長、（社）老人病研究会 認知症Gold-QPD認定鍼灸師
老人病研究会では、「認知症Gold-QPD」と題し、認知症に特化した専門鍼灸師の育成を行っている。本講座では、育成講座の
概要を紹介し、認知症の知識を理解するとともに、実技では天津中医薬大学の韓景献教授が開発された三焦の鍼法を紹介致
します。

19～21時
2,000円　　　　　　（全１回分）

平
成
二
十
四
年
度
の
卒
後
臨
床

研
修
講
座
で
す
が
、
八
月
末
時
点

に
お
い
て
、『
美
容
鍼
』
・
『
オ

イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
』
・
『
姿
勢
分

析
に
基
づ
く
軟
部
組
織
マ
ニ
ュ
ピ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
』
・
『
特
別
講

座：

鍼
灸
は
な
ぜ
効
く
の
か
！
』

の
講
座
を
終
え
ま
し
た
。

例
年
人
気
の
高
い
『
美
容
鍼
』、

開
催
希
望
の
声
を
多
く
頂
き
昨
年

度
初
開
催
さ
れ
た
『
オ
イ
ル
マ
ッ

サ
ー
ジ
』
は
ど
ち
ら
も
定
員
を
超

え
る
な
ど
、
卒
業
生
の
美
容
面
へ

の
興
味
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。

『
美
容
鍼
』
は
堀
口
三
恵
子
先

生
に
、
美
容
と
健
康
は
一
体
の
も

の
で
あ
り
、
全
身
治
療
を
行
う
こ

と
で
健
康
的
な
体
づ
く
り
を
行
う

こ
と
が
美
容
鍼
を
行
う
上
で
重
要

で
あ
る
こ
と
を
説
明
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
基
本
的
な
技
術
か
ら
実

践
的
な
技
術
ま
で
幅
広
く
指
導
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。『

オ
イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
』
は
昨

年
度
に
続
き
、
治
療
面
・
美
容
面

の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
臨
床
的
に

対
処
可
能
な
手
技
療
法
を
牧
野
寿

枝
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま

た
、
今
年
度
初
開
催
さ
れ
ま

し
た
『
姿
勢
分
析
に
基
づ
く
軟
部

組
織
マ
ニ
ュ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
』

は
吉
田
実
先
生
に
ご
指
導
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

卒
後
臨
床
研
修
を
受
講
さ
れ
た

方
に
は
最
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
書

い
て
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
そ
こ

で
多
く
頂
く
意
見
と
し
て
、「
も

っ
と
幅
広
い
時
間
帯
で
研
修
を
行

っ
て
ほ
し
い
」
・
「
行
き
た
い
の

だ
け
れ
ど
仕
事
が
あ
っ
て
行
け
な

い
」
と
い
っ
た
、
開
催
時
間
に
対

す
る
要
望
を
多
く
頂
き
ま
す
。
そ

こ
で
今
年
度
は
夜
間
講
座
を
昨
年

度
よ
り
増
や
し
、
よ
り
多
く
の
卒

業
生
が
受
講
で
き
る
よ
う
に
努
め

ま
し
た
。

そ
の
ひ
と
つ
が
、
古
屋
英
治
先

生
に
よ
る
『
鍼
灸
は
な
ぜ
効
く
の

か
？
』
で
す
。
こ
の
講
座
は
臨
床

実
技
や
手
技
で
は
な
く
、
臨
床
を

通
じ
て
改
め
て
理
論
的
な
「
学
び

直
し
」
を
し
た
い
方
に
向
け
て
、

鍼
灸
医
学
の
成
り
立
ち
の
歴
史
的

経
緯
に
つ
い
て
触
れ
た
後
、
鍼
灸

治
療
と
西
洋
医
学
と
の
理
論
的
符

号
性
を
具
体
的
に
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

二
十
四
年
度
残
り
の
講
座
に
つ

き
ま
し
て
は
、
次
号
に
て
ご
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

例報告』なども行われます。
昨年度はじめて医学会の会場となった大宮校か

ら、今年度は例年医学会を行っている横浜校に会
場が戻ります。昨年度、大宮校初開催ながら大いに
盛況だった第23回の医学会に負けぬよう、横浜校
の教職員一同、準備を進めております。ご期待く
ださい。
また、卒業生・在校生はもちろん、入学を検討

されている方にも入学後どのような勉強をするの
か知る機会にもなりますので、ぜひ足を運んでい
ただくことを願っております。

今年も当校のビックイベントの
ひとつ、『呉竹祭』が10月20日
（土）に四谷校舎にて行われます。

36回目を迎える呉竹祭ですが、学生たちの意気込みが、例年と
は違います。
呉竹祭と並び、当校のビックイベントである『体育祭』が今年
は雨天中止。体育祭に向けてクラスのオリジナルＴシャツを作っ
たり、リレーに向けて早朝練習をしたり、当日雨の予報が出れば
てるてる坊主を作るなど、その意気込みは目を見張るほどでした
が、体育祭開催の願いが残念ながら叶うことはありませんでした。
今年の体育祭雨天中止の無念も含め、『呉竹祭』には学生たち

の熱が例年以上に入っています。学生による趣向を凝らした数多
くの出店をご期待くだ
さい。
また、当校に入学を
考えている方や興味の
ある方などにとって
は、学校の雰囲気を味
わえる絶好のチャンス
です。皆様のご来場、
心よりお待ちしており
ます。

今年度の呉竹医学会は、会場を大宮校から横浜
校に移し開催されます。特別講演は『コーヒー一
杯の薬理学』の演題で、東京薬科大学名誉教授・
日本コーヒー文化学会理事長・岡希太郎先生が特
別講演を行います。
また、毎年好評の実技セッション・教育講演は
下記の内容にて行われます。
第24回呉竹医学会学術大会
日　時：10／19（金）10：00～15：30
会　場：呉竹鍼灸柔整専門学校（横浜校）
実技セッション
①「誰にでも効果が出せる美容はりテクニック　
～如何に痛くなく、如何に効果的に結果を出す～」
リンドウーグループ総院長　後藤　竜也先生

②「関節運動学的アプローチ（AKA）」
（株）トータルライフケア代表取締役 西海　奉成先生

③「スタビライゼーションの基礎理論と実技
～幅広い分野で活用できるトレーニングメソッド」
NPO法人日本スタビライゼーション協会理事

和田　拓巳先生
教育講演
「施術所における地域医療連携　～臨床能力を
生かした施術所プライマリケアの実際～」
株式会社ピースケアネットワーク総院長

酒田　達臣先生
実技セッション・教育講演以外にも、教員や在
校生が中心となって行う『一般口演』、学生自ら
が研究発表を行う『分科会』、研修生が行う『症

Event Schedule イベント予告
第24回呉竹医学会 
学 術 大 会 

第36回呉竹祭 

卒
後
臨
床
研
修
　
中
間
報
告

 
■ 

『美容鍼』

『鍼灸はなぜ効くのか？』

『姿勢分析』 『オイルマッサージ』
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昭
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岡
部
　
　
忠
先
生

呉
竹
会
の
相
談
役
と

し
て
、
本
校
の
創
設
以

来
学
校
発
展
に
ご
協
力

し
て
頂
き
ま
し
た
岡
部

忠
先
生
が
、
平
成
二
十

三
年
十
一
月
二
十
五
日

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
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守
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６
年

伊
藤
　
裕
徳
　
平
８
年

杉
山
　
伸
恵
　
平
８
年

上
田
　
　
宏
　
平
９
年

関
根
　
宏
幸
　
平
10
年

石
渡
　
慎
吾
　
平
11
年

橋
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一
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瀧
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平
21
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鈴
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貴
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立
岩
　
直
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山
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24
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淺
沼
　
孝
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柳
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昭
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石
井
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昭
62
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友
田
し
ほ
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昭
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年

片
山
　
明
子
　
昭
63
年

岡
本
　
雅
典
　
平
10
年

村
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真
弓
　
平
10
年

鍬
竹
　
貫
司
　
平
14
年

鏡
　
　
佳
法
　
平
15
年

金
城
美
智
子
　
平
20
年

于
　
　
景
剛
　
平
22
年

小
川
　
夕
子
　
平
23
年

三
田
　
正
樹
　
平
24
年

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
平
成
二
十
四
年
度
の

維
持
会
費
は
七
月
末
現
在
で
百
八
十
名
余
り
の

方
々
よ
り
五
十
万
円
を
越
え
る
金
額
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
ご
協
力
者
氏
名
一
覧
は
平
成
二
十
四
年

三
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日
受

付
分
ま
で
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
氏

名
は
学
科
・
卒
業
年
・
五
十
音
順
と
し
、
金
額
は

省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
維
持
会
費
を
納
入
し
て
い
た
だ
い
た
方
の

う
ち
、『
登
録
番
号
』
の
印
字
が
な
い
た
め
に
、

ど
な
た
が
お
振
込
し
て
い
た
だ
い
た
の
か
判
別
出

来
な
い
金
額
が
ご
ざ
い
ま
す
。
お
振
込
さ
れ
た
方

が
分
か
り
次
第
、
次
号
以
降
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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教
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科

平成23年度　国家試験合格率 

あん摩マッサージ指圧師 

はり師 

きゅう師 

柔道整復師 

　　　区　　　分 受験者数 合格者数 本校合格率 全国合格率 

58名 

124名 

124名 

58名 

58名 

112名 

111名 

58名 

100.0％ 

90.3％ 

89.5％ 

100.0％ 

93.2％ 

85.2％ 

82.0％ 

92.7％ 

 鍼灸マッサージ科　　Ⅰ部　60名 
 鍼灸科　　　　　　　Ⅰ部　60名、夜間特修コース　30名 
 柔道整復科　　　　　Ⅰ部　60名、夜間特修コース　30名 
 鍼灸マッサージ教員養成科　25名 

 鍼灸マッサージ科　　Ⅰ部　30名、Ⅱ部　40名
 鍼灸科　　　　　　　Ⅰ部　30名
 柔道整復科　　　　　Ⅰ部　60名、Ⅱ部　60名 

 鍼灸マッサージ科　　Ⅰ部　60名
 鍼灸科　　　　　　　Ⅰ部　60名、Ⅱ部　30名
 柔道整復科　　　　　Ⅰ部　60名、Ⅱ部　30名 

 ＡＯ入試（社会人１次）

 ＡＯ入試（社会人２次）  

 ＡＯ入試（高校生１次） 終了しました 

 ＡＯ入試（高校生２次）  

 社会人入試１次

 社会人入試２次・推薦入試 　 10月８日（月・祝）

 一般入試１次 11月４日（日）

 一般入試２次 12月９日（日）

 一般入試３次　※定員に達した学科は募集しません １月20日（日）

 一般入試４次　※定員に達した学科は募集しません ２月10日（日）

 一般入試５次　※定員に達した学科は募集しません ３月３日（日） 

①５月27日（日） ②６月17日（日） ③７月８日（日） ④７月29日（日） 
⑤８月19日（日） ⑥９月16日（日） 終了しました 
⑦10月28日（日）
　お問い合わせ　048-658-0001（大宮校　入試事務局） 
　※開催時間は入試事務局までお問い合わせください。 

ＡＯ入試１次（鍼灸科・柔道整復科）

ＡＯ入試２次（鍼灸科・柔道整復科）
終了しました

ＡＯ入試３次（鍼灸科・柔道整復科）（高校生対象） 

社会人入試１次

社会人入試２次 10月７日（日）

推薦入試（高校生対象） 10月７日（日）

一般入試 11月11日（日）

特別入試１次 12月２日（日）

特別入試２次 １月20日（日） 

①６月24日（日）②７月22日（日）③８月19日（日）④９月23日（日） 
　　　　　　　　　　　　終了しました
　お問い合わせ　045-471-3731（横浜校　入試事務局） 
　※開催時間は入試事務局までお問い合わせください。 

ＡＯ入試１次（鍼灸科・柔道整復科）

ＡＯ入試２次（鍼灸科・柔道整復科） 終了しました 

社会人入試１次

社会人入試２次 10月７日（日）

推薦入試 10月７日（日）

一般入試１次 11月10日（土）

一般入試２次 12月８日（土）

特別入試 １月27日（日）

鍼灸マッサージ教員養成科１次 10月27日（土）

鍼灸マッサージ教員養成科２次 12月８日（土）

鍼灸マッサージ教員養成科３次 ３月２日（土） 

①５月27日（日）②６月24日（日）③７月22日（日）④８月19日（日） 
⑤９月23日（日）終了しました
　お問い合わせ　03-3341-4043（東京校　入試事務局） 
　 ※開催時間は入試事務局までお問い合わせください。 

未来の鍼灸師・柔整師をご紹介ください！　呉竹学園　本年度　募集要項 
東京医療専門学校（東京校） 呉竹鍼灸柔整専門学校（横浜校） 呉竹医療専門学校（大宮校） 

東京医療専門学校（東京校） 呉竹鍼灸柔整専門学校（横浜校） 呉竹医療専門学校（大宮校） 

学
校
説
明
会 

入
試
日
程 

募
集
学
科 

呉竹学園 本年度 入試スケジュール 

呉竹学園 本年度 年間行事スケジュール 

４月 
５月 
６月 
７月 
８月 

入学式（２日）　 体育大会（27日） 
呉竹会総会・卒業生の集い（27日） 

 
 中国短期留学（７月28日～８月６日） 

入学式（２日） 
くれたけ会総会（19日） 
くれたけ祭（２日） 

 中国短期留学（７月28日～８月６日） 

入学式（３日） 
体育大会（31日） 

 
 中国短期留学（７月28日～８月６日） 

 

10月 

３月 

呉竹医学会（19日）　呉竹祭（20日） 

卒業式（15日） 

呉竹医学会（19日） 

卒業式（14日） 

呉竹医学会（19日）　学園祭（21日） 

卒業式（13日） 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

お
く
や
み 

お
く
や
み 


